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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／債券
信 託 期 間 約10年間（2013年９月５日～2023年９月８日）
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ

ざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド
イ．ダイワ物価連動国債マザー
ファンドの受益証券
ロ．わが国の物価連動国債

ダイワ物価連動国債
マ ザ ー フ ァ ン ド

わが国の物価連動国債を中心と
する国債

ベビーファンド
の 運 用 方 法

①主として、わが国の物価連動国債に投資し、安
定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざ
して運用を行ないます。
※物価連動国債以外の国債に投資することがあ
ります。

②ポートフォリオの構築は、物価・金利分析、金
融・財政政策分析、ファンダメンタルズ分析、利
回り曲線の分析、個別銘柄の割高・割安分析等に
基づいて行ないます。
③マザーファンドの受益証券および国債の組入比
率の合計は、通常の状態で高位に維持することを
基本とします。
④運用の効率化を図るため、債券先物取引等を利
用することがあります。このため、マザーファン
ドの受益証券および国債の組入総額ならびに債券
先物取引等の買建玉の時価総額の合計額が、信託
財産の純資産総額を超えることがあります。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主としてわが国の物価連動国債を中心とする国
債に投資し、わが国の物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を
行ないます。
②わが国の物価連動国債を中心とする国債への投
資にあたっては、以下の観点からポートフォリオ
を構築します。
イ．物価・金利分析、金融・財政政策分析、
ファンダメンタルズ分析、利回り曲線の分
析、個別銘柄の割高・割安分析等に基づいて
物価連動国債を中心とするポートフォリオを
構築します。
ロ．組み入れは原則として高位を保ちます。
③運用の効率化を図るため、債券先物取引等を利
用することがあります。このため、公社債の組入
総額ならびに債券先物取引等の買建玉の時価総額
の合計額が、信託財産の純資産総額を超えること
があります。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
実 質 株 式 組 入 上 限 比 率 純 資 産 総 額 の

10％以下マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、経
費控除後の配当等収益等の中から分配することを
めざします。ただし、基準価額の水準等を勘案
し、売買益等も含めて分配を行なうことがありま
す。なお、分配対象額が少額の場合には、分配を
行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。なお、ベビーファンドからわが国の物価連
動国債への直接投資を行なうことができるものとします。

日本物価連動国債ファンド

運用報告書（全体版）
第９期

（決算日　2018年３月12日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「日本物価連動国債ファンド」は、
このたび、第９期の決算を行ないました。
　ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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日本物価連動国債ファンド

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動

国債インデックス 公 社 債
組入比率

債 券
先物比率

純 資 産
総 額（分配落） 税込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

５期末(2016年３月10日) 10,115 20 △3.0 10,104 △3.2 99.5 － 20,185
６期末(2016年９月12日) 10,030 20 △0.6 10,050 △0.5 98.4 － 16,281
７期末(2017年３月10日) 10,157 20 1.5 10,166 1.1 98.5 － 14,410
８期末(2017年９月11日) 9,982 20 △1.5 10,005 △1.6 98.5 － 12,081
９期末(2018年３月12日) 10,155 20 1.9 10,241 2.4 98.3 － 10,922
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスは、ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスの原指数をもとに、当ファンド設定日の前営業日を

10,000として大和投資信託が計算したものです。
「ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス」は、野村證券が公表している指数で、野村證券の知的財産です。わが国の物価連動国債市場全体の
パフォーマンスを表す指標として、当該投資収益指数を当ファンドの参考指数として掲載しておりますが、野村證券は、当ファンドの運用成果
等に関し、一切責任を負うものではありません。

（注３）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注４）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注５）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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日本物価連動国債ファンド

運用経過

基準価額等の推移について

（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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■基準価額・騰落率
期　首： 9,982円
期　末：10,155円（分配金20円）
騰落率：1.9％（分配金込み）

■組入ファンドの当期中の騰落率と期末の組入比率
組入ファンド 騰落率 比率

ダイワ物価連動国債マザーファンド 2.2％ 94.1％

■基準価額の主な変動要因
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券およびわが国の物価連動国債に投資した
結果、市場が予想する将来の物価上昇率（同程度の残存年数の固定利付国債と物価連動国債の利回り
差）の上昇による物価連動国債価格の上昇を主因として、基準価額は上昇しました。くわしくは「投資
環境について」をご参照ください。
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日本物価連動国債ファンド

年 月 日
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス 公 社 債

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2017年９月11日 9,982 － 10,005 － 98.5 －

９月末 10,027 0.5 10,062 0.6 98.5 －
10月末 10,111 1.3 10,155 1.5 98.7 －
11月末 10,099 1.2 10,147 1.4 98.5 －
12月末 10,214 2.3 10,283 2.8 98.7 －

2018年１月末 10,180 2.0 10,244 2.4 98.5 －
２月末 10,179 2.0 10,244 2.4 97.7 －

（期末）2018年３月12日 10,175 1.9 10,241 2.4 98.3 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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日本物価連動国債ファンド

投資環境について (2017.９.12～2018.３.12)

■国内物価連動国債市況
　国内長期金利は、日銀の長短金利操作付き量的・質的金融緩和政策を背景に、長期金利はおおむね横
ばいでの推移が続きました。一方、原油価格等の資源価格の上昇を受けて、市場が予想する将来の物価
上昇率は上昇しました。

前期における「今後の運用方針」

■当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券およびわが国の物価連動国債に投資し、
安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
■ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行ないます。金利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポート
フォリオを構築します。

ポートフォリオについて (2017.９.12～2018.３.12)

■当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券およびわが国の物価連動国債に投資し、
安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないました。
■ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行ないました。
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日本物価連動国債ファンド

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数は国内の物価連動国
債市場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。

分配金について

　当期の１万口当り分配金（税込み）は20円といたしました。
　収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（１万口当り）」をご参照ください。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
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（2017.９.11～2018.３.12）

基準価額
ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2017年９月12日
～2018年３月12日

当期分配金（税込み） （円） 20
対基準価額比率 （％） 0.20
当期の収益 （円） 4
当期の収益以外 （円） 15

翌期繰越分配対象額 （円） 461
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（１万口当り）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 4.33円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0.00
(ｃ) 収益調整金 468.39
(ｄ) 分配準備積立金 8.97
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 481.70
(ｆ) 分配金 20.00
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 461.70
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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日本物価連動国債ファンド

今後の運用方針
■当ファンド
　主として「ダイワ物価連動国債マザーファンド」の受益証券およびわが国の物価連動国債に投資し、
安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
■ダイワ物価連動国債マザーファンド
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債市場全体のパフォーマンスを上回る投資成果
をめざして運用を行ないます。金利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポート
フォリオを構築します。
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日本物価連動国債ファンド

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2017.９.12～2018.３.12） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 21円 0.210％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は10,126円です。

（投 信 会 社） （9） （0.086）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目
論見書・運用報告書の作成等の対価

（販 売 会 社） （11） （0.108）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 銀 行） （2） （0.016） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 ─ ─
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税 ─ ─
有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 0 0.003 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （0） （0.003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 22 0.213
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した

結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のう
ち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）比率欄は１万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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日本物価連動国債ファンド

 ■売買および取引の状況
(1) 公　社　債

（2017年９月12日から2018年３月12日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 － 2,310,539

(        －)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。

(2) 親投資信託受益証券の設定・解約状況
（2017年９月12日から2018年３月12日まで）

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
ダイワ物価連動国債
マザーファンド 737,531 900,000 － －

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2017年９月12日から2018年３月12日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
18 物価連動国債 0.1% 2024/3/10 2,150,863
17 物価連動国債 0.1% 2023/9/10 159,675

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 18 物価連動国債 0.1000 500,000 540,775 2024/03/10
（注）単位未満は切捨て。

(3) 親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ物価連動国債マザーファンド 7,638,298 8,375,830 10,273,794
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2018年３月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 540,775 4.9
ダイワ物価連動国債マザーファンド 10,273,794 93.3
コール・ローン等、その他 192,074 1.8
投資信託財産総額 11,006,644 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
５年以上２年以上２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 500,000 540,775 5.0 － 5.0 － －
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注３）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等より

データを入手しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年３月12日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 11,006,644,498円

コール・ローン等 84,019,699
公社債(評価額) 540,775,500
ダイワ物価連動国債マザーファンド(評価額) 10,273,794,107
未収入金 108,051,800
未収利息 3,392

(Ｂ) 負債 84,496,947
未払収益分配金 21,510,190
未払解約金 38,593,158
未払信託報酬 24,084,909
その他未払費用 308,690

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,922,147,551
元本 10,755,095,179
次期繰越損益金 167,052,372

(Ｄ) 受益権総口数 10,755,095,179口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,155円

＊期首における元本額は12,102,884,122円、当期中における追加設定元本額は
196,745,987円、同解約元本額は1,544,534,930円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,155円です。
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■損益の状況
当期　自2017年９月12日　至2018年３月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 789,605円

受取利息 810,178
支払利息 △     20,573

(Ｂ) 有価証券売買損益 228,745,511
売買益 246,662,587
売買損 △ 17,917,076

(Ｃ) 信託報酬等 △ 24,393,599
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 205,141,517
(Ｅ) 前期繰越損益金 △520,344,430
(Ｆ) 追加信託差損益金 503,765,475

(配当等相当額) (　275,350,855)
(売買損益相当額) (　228,414,620)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 188,562,562
(Ｈ) 収益分配金 △ 21,510,190

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 167,052,372
追加信託差損益金 496,572,081
(配当等相当額) (　275,350,855)
(売買損益相当額) (　221,221,226)
繰越損益金 △329,519,709

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 4,665,243円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 503,765,475
(ｄ) 分配準備積立金 9,651,553
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 518,082,271
(ｆ) 分配金 21,510,190
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 496,572,081
(ｈ) 受益権総口数 10,755,095,179口

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
１ 万 口 当 り 分 配 金 20円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、３月12日現在の基準価額（１万口当り10,155円）に基づいて自動的に
再投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金で
す。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配
金）を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％および地方税５％）の税率による源泉徴収が行なわ
れ、申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）
を選択することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象
です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。
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東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
http://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ物価連動国債マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2018年３月12日）

（計算期間　2017年３月11日～2018年３月12日）

ダイワ物価連動国債マザーファンドの第13期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保および信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 わが国の物価連動国債を中心とする国債

運 用 方 法

①主としてわが国の物価連動国債を中心とする国債に投資し、わが国の物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。
②わが国の物価連動国債を中心とする国債への投資にあたっては、以下の観点からポートフォリ
オを構築します。
イ．物価・金利分析、金融・財政政策分析、ファンダメンタルズ分析、利回り曲線の分析、個
別銘柄の割高・割安分析等に基づいて物価連動国債を中心とするポートフォリオを構築しま
す。
ロ．組み入れは原則として高位を保ちます。
③運用の効率化を図るため、債券先物取引等を利用することがあります。このため、公社債の組
入総額ならびに債券先物取引等の買建玉の時価総額の合計額が、信託財産の純資産総額を超える
ことがあります。

株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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年 月 日
基 準 価 額 ＮＯＭＵＲＡ物価連動

国債インデックス 公 社 債
組入比率

債券先物
比 率騰落率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
(期首)2017年３月10日 12,171 － 11,519 － 99.3 －

３月末 12,067 △0.9 11,419 △0.9 99.4 －
４月末 12,131 △0.3 11,477 △0.4 99.6 －
５月末 12,126 △0.4 11,474 △0.4 98.8 －
６月末 12,063 △0.9 11,410 △1.0 98.7 －
７月末 12,018 △1.3 11,354 △1.4 99.1 －
８月末 12,024 △1.2 11,359 △1.4 99.1 －
９月末 12,063 △0.9 11,403 △1.0 99.1 －
10月末 12,169 △0.0 11,508 △0.1 99.1 －
11月末 12,159 △0.1 11,499 △0.2 99.3 －
12月末 12,302 1.1 11,653 1.2 99.2 －

2018年１月末 12,266 0.8 11,609 0.8 99.3 －
２月末 12,269 0.8 11,608 0.8 99.1 －

(期末)2018年３月12日 12,266 0.8 11,605 0.7 99.2 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックスは、ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債イ

ンデックスの原指数をもとに、当ファンド設定日の前営業日を10,000と
して大和投資信託が計算したものです。
「ＮＯＭＵＲＡ物価連動国債インデックス」は、野村證券が公表している
指数で、野村證券の知的財産です。わが国の物価連動国債市場全体のパ
フォーマンスを表す指標として、当該投資収益指数を当ファンドの参考指
数として掲載しておりますが、野村證券は、当ファンドの運用成果等に関
し、一切責任を負うものではありません。

（注３）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

■当期中の基準価額と市況の推移

11,900

12,000

12,100

12,200

12,300

12,400
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期　末
（2018.３.12）

（円）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12,171円　期末：12,266円　騰落率：0.8％
【基準価額の主な変動要因】
　主として、わが国の物価連動国債に投資した結果、長期金利の低下
を主因に基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」
をご参照ください。

◆投資環境について
○国内物価連動国債市況
　国内長期金利は、日銀の長短金利操作付き量的・質的金融緩和政
策を背景に、長期金利はおおむね横ばいでの推移が続きましたが、
期首比では小幅に低下しました。
　市場が予想する将来の物価上昇率（同程度の残存年数の固定利付
国債と物価連動国債の利回り差）は、円高を受けて一時下落しまし
たが、原油価格等の資源価格の上昇を受けて上昇に転じたことから、
期首比でおおむね横ばいの水準となりました。

◆前期における「今後の運用方針」
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。金
利・物価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポート
フォリオを構築します。
◆ポートフォリオについて
　主として、わが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
　当期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、「当期中の基
準価額と市況の推移」をご参照ください。
　参考指数は国内の物価連動国債市場の動向を表す代表的な指数とし
て掲載しております。

《今後の運用方針》
　主としてわが国の物価連動国債に投資し、物価連動国債全体のパ
フォーマンスを上回る投資成果をめざして運用を行ないます。金利・物
価見通しや個別銘柄の割高・割安分析などに基づいてポートフォリオを
構築します。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 ―円
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合　　計 ―
（注）費用の項目および算出法については前掲の「１万口当りの費用の明細」の項

目の概要をご参照ください。

 ■売買および取引の状況
　公　社　債

（2017年３月11日から2018年３月12日まで）
買 付 額 売 付 額

国
内

千円 千円
国債証券 1,061,136 －

(－)
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）単位未満は切捨て。
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■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2017年３月11日から2018年３月12日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
22 物価連動国債 0.1% 2027/3/10 1,061,136
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
(1) 国内（邦貨建）公社債（種類別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額面金額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
５年以上２年以上２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 10,800,000 11,634,130 99.2 － 99.2 － －
（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注３）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等より

データを入手しています。

■投資信託財産の構成
2018年３月12日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 11,634,130 99.2
コール・ローン等、その他 88,659 0.8
投資信託財産総額 11,722,790 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2017年３月11日　至2018年３月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 10,409,921円

受取利息 10,465,245
支払利息 △       55,324

(Ｂ) 有価証券売買損益 78,321,388
売買益 78,480,655
売買損 △      159,267

(Ｃ) その他費用 △          188
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 88,731,121
(Ｅ) 前期繰越損益金 1,885,255,365
(Ｆ) 解約差損益金 △   74,692,367
(Ｇ) 追加信託差損益金 266,123,146
(Ｈ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 2,165,417,265

次期繰越損益金(Ｈ) 2,165,417,265
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2018年３月12日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 11,722,790,361円

コール・ローン等 88,598,724
公社債(評価額) 11,634,130,935
未収利息 60,702

(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,722,790,361

元本 9,557,373,096
次期繰越損益金 2,165,417,265

(Ｄ) 受益権総口数 9,557,373,096口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,266円

＊期首における元本額は8,682,599,276円、当期中における追加設定元本額は
1,225,515,964円、同解約元本額は350,742,144円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、日本物
価連動国債ファンド8,375,830,839円、ＤＣダイワ物価連動国債ファンド
1,181,542,257円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12,266円です。

(2) 国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 17 物価連動国債 0.1000 3,000,000 3,255,706 2023/09/10
18 物価連動国債 0.1000 4,800,000 5,191,444 2024/03/10
19 物価連動国債 0.1000 1,200,000 1,268,109 2024/09/10
20 物価連動国債 0.1000 500,000 529,682 2025/03/10
21 物価連動国債 0.1000 300,000 318,820 2026/03/10
22 物価連動国債 0.1000 1,000,000 1,070,368 2027/03/10

合計 銘柄数 6銘柄
金 額 10,800,000 11,634,130

（注）単位未満は切捨て。
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